公共政策の経済評価・公共政策の経済評価実習
担当教員：
岩本　康志
(Email address: iwamoto@e.u-tokyo.ac.jp)






城所　幸弘
(Email address: kidokoro@grips.ac.jp)
TA:








内山　弘之、鈴木　大地
(Email address: cbah24@gmail.com)











TAオフィスアワー

木曜３限

授業資料は添付ファイルで送信しますので、受講する方は、上記のTAのEmail addressに登録する旨を連絡してください。登録した方のみに授業用資料を送信します。
課題の提出はTAによる課題の解説が行われる前（締切厳守）です。PCで作成したものをプリントアウトし、ホチキスで留めてTAに提出して下さい。TAはUSBファイル等で課題のファイルを受け取ることはないので注意してください。
1 授業の概要
政策形成をより合理的なものに改善していくためには、政策分析の質的向上が必要である。中でも、政策の効果を経済学的に分析することは政策形成上必須であるにも関わらず、これまで軽視されてきた。本科目の前半では、政策の効果を経済学的に分析するための分析ツールである費用便益分析の基礎を学ぶ。後半では，社会資本投資，市場設計，規制評価等の事例の分析を行い，具体的な事例に関する政策分析レポートを作成する．

なお，経済学及び統計学の素養が前提となるが，高度な経済学的分析を追求するものではなく，前提とする水準は「経済学基礎」及び「Statistical Methods」程度である．

以下の科目が前提履修科目である（同時履修も可）。
(1)Microeconomics、ミクロ経済学、あるいは経済学基礎
(2)Econometrics、計量経済学、Statistical Methods、あるいは統計分析手法
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授業予定
以下は講義の予定であるが、進行状況によって変更がありうる。[]は主たる担当者。
10月1日
月4限
政策分析のためのミクロ経済学（テキスト1章）
[城所]
10月1日
月5限
費用便益分析の概念的基礎、ミクロ経済学による基礎（テキスト2章、3章）
[城所]
10月4日
木2限
政策分析チームプロジェクト１（ガイダンス、政策分析について）
[岩本]
10月11日
木2限
課題1の解説と質問
[TA]
10月15日
月4限
便益と費用の計算方法-基礎編-（テキスト4章）
[城所]
10月15日
月5限
便益と費用の計算方法-応用編-（テキスト5章）
[城所]
10月18日
木2限
スマートメーターの費用対効果（仮）
[外部講師として三菱総合研究所　佐々田氏を予定]
10月22日
月4限
割引（テキスト6章）
[城所]
10月22日
月5限
具体的便益評価事例の検討-神戸空港の事例から見る現実の費用便益分析-
[城所]
10月25日
木2限
課題2の解説と質問
[TA]
10月29日
月4限
空港整備事業の費用対効果分析
[外部講師として三菱総合研究所　今野氏を予定]
10月29日
月5限
空港整備事業の費用対効果分析（実習）
[外部講師として三菱総合研究所　今野氏を予定]
11月1日
木2限
課題3の解説と質問
[TA]
11月5日
月4限
政策分析プロジェクトチーム分け決定、不確実性への対処（テキスト7章）
[城所]
11月5日
月5限
オプション価格と存在価値（テキスト8章、9章）
[城所]
11月8日
木2限
中間試験1
[TA]
11月12日
月4限
電力市場の分析
[外部講師として野村総合研究所　蓮池氏を予定]
11月12日
月5限
電力市場の分析（実習）
[外部講師として野村総合研究所　蓮池氏を予定]
11月15日
木2限
中間試験1の解説
[TA]
11月19日
月4限
政策分析チームプロジェクト2（テーマ選定のために、各チームが複数テーマを発表）
[岩本、城所、TA]
11月19日
月5限
政策分析チームプロジェクト2（テーマ選定のために、各チームが複数テーマを発表）
[岩本、城所、TA]
11月22日
木2限
課題4の解説と質問
[TA]
11月26日
月4限
社会的割引率と社会実験（テキスト10章、11章、12章）
[城所]
11月26日
月5限
観察された行動をもとにした便益計算（テキスト13章、14章）
[城所]
11月29日
木2限
政策分析チームプロジェクト3（テーマ決定）
[岩本]
12月3日
月4限
CVMとシャドウプライス（テキスト15章、16章）
[城所]
12月3日
月5限
費用効果分析、費用効用分析、費用便益分析の現状と課題等（テキスト18章、19章、20章）
[城所]
12月6日
木2限
医療の費用対効果分析
[岩本]
12月10日
月4限
政策分析チームプロジェクト4（中間発表1）
[岩本、城所、TA]
12月10日
月5限
政策分析チームプロジェクト4（中間発表1）
[岩本、城所、TA]
12月13日
木2限
自動車と環境1（仮）
[外部講師として明海大学　藤原氏を予定]
12月17日
月4限
課題5の解説と質問
[TA]

12月17日
月5限
課題6の解説と質問
[TA]

12月20日
木2限
自動車と環境（実習）（仮）
[外部講師として明海大学　藤原氏を予定]
1月7日
月4限
中間試験2
[TA]
1月7日
月5限
規制影響評価
[外部講師として産業技術総合研究所　岸本氏を予定]
1月10日
木2限
政策分析チームプロジェクト5（プロジェクトに関する質問）
[岩本]
1月17日
木2限
政策分析チームプロジェクト6（プロジェクトに関する質問）
[TA]
1月21日
月4限
中間試験2の解説
[TA]
1月21日
月5限
日本の交通投資の便益評価

[城所]
1月24日
木2限
政策分析チームプロジェクト7（成果発表前の最終チェック）
[TA]
1月28日
月4限
政策分析チームプロジェクト8（成果発表）
[岩本、城所、TA]
1月28日
月限5
政策分析チームプロジェクト8（成果発表）
[岩本、城所、TA]
3
テキスト
A. E. Boardman, D. H. Greenberg, A. R. Vining, D. L. Weimer, Cost-Benefit Analysis -Concepts and Practice- 4th Edition, Prentice Hall, 2010.
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参考図書
金本良嗣・蓮池勝人・藤原徹,『政策評価ミクロモデル』,東洋経済新報社，2006. (絶版になっているが、具体的にどのように経済学的な政策分析を行っていくかを知ることができる。)
常木淳,『費用便益分析の基礎』,東京大学出版会，2000. (費用便益分析の理論的基礎を解説した研究者向けの本。理解のためにはかなり高度な理論経済学と数学の素養が必要なのが残念。)

岸本光永監訳,『費用・便益分析―公共プロジェクトの評価手法の理論と実践』, ピアソンエデュケーション, 2004年. (テキストの第2版の日本語訳。ただし誤訳が多く、また古い版なので、お薦めはしない。)

� 中間発表の続きを行うことがありうる。その場合の担当者は、岩本、城所、TA。


� 中間発表の続きを行うことがありうる。その場合の担当者は、岩本、城所、TA。


� プロジェクトの進度によってはプロジェクトに関する質疑応答に変更する可能性がある。
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